
☆
特
定
秘
密
保
護
法
三
つ
の
不
安

ー
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
日
、
今
回
成
立
し
た
こ
の
法
律
を
憂
う
ー

一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
年
）
一
二
月
八
日
、
一
学
生
逮
捕

◆
七
二
年
前
の
今
日
、
日
本
が
真
珠
湾
を
奇
襲
し
こ
の
日
を
境
に
日
本
は
、
悲
惨
な
誤
っ
た

戦
争
に
突
入
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

◆
こ
の
日
米
開
戦
の
小
雪
舞
う
朝
、
一
人
の
北
海
道
大
学
学
生
が
ス
パ
イ
容
疑
で
逮
捕
投
獄

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
全
く
の
冤
罪
で
し
た
。
戦
後
出
獄
し
た
彼
は
、
獄
中
の
拷

問
と
病
気
の
た
め

歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
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「
何
が
秘
密
か
そ
れ
は
秘
密
」

◆
こ
の
北
大
生
は
、
私
的
な
旅
行
で
見
て
き
た
こ
と
を
他
人
に
話
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
中

に
当
時
の
軍
事
施
設
の
風
景
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
す
。

◆
彼
に
と
っ
て
そ
れ
が
軍
事
機
密
で
あ
る
と
は
夢
に
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
さ
に
「
何

が
秘
密
か
は
秘
密
」
に
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
実
は
今
回
成
立
し
た
「
特
別
秘
密
保
護

法
」
も
そ
の
内
容
と
範
囲
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
戦
前
の
機
密
法
と
変
わ
ら
な
い
の
で
す
。

（
十
一
月
八
日
付
け
朝
日
新
聞
記
事
「
秘
密
保
護

戦
前
の
臭
い
」
参
照
。
な
お
事
件
詳
細
は
、
上
田
誠
吉
著

「
あ
る
北
大
生
の
受
難
ー
国
家
秘
密
法
の
爪
跡
ー
」
参
照
）

特
定
秘
密
保
護
法
三
つ
の
不
安

◆
今
回
成
立
し
て
し
ま
っ
た
「
特
別
秘
密
保
護
法
」
に
は
最
低
三
つ
の
不
安
が
あ
り
ま
す
。

．
．

①
特
定
秘
密
の
内
容
と
範
囲
が
は
っ
き
り
し
な
い
（
つ
ま
り
秘
密
）
。
だ
か
ら
一
北
大
生
の

よ
う
に
、
あ
る
日
突
然
秘
密
を
漏
ら
し
た
と
い
う
容
疑
が
か
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い

不
安
が
あ
り
ま
す
。
お
互
い
が
信
じ
ら
れ
な
く
な
り
、
息
苦
し
い
社
会
と
な
り
ま
す
。

②
秘
密
の
範
囲
を
官
僚
や
役
人
が
今
後
広
げ
て
ゆ
く
不
安
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
も

国
民
に
知
ら
さ
れ
な
い
。
原
発
や
基
地
情
報
な
ど
も
そ
う
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

③
国
民
の
知
る
権
利
や
表
現
の
自
由
が
制
限
さ
れ
る
。
マ
ス
コ
ミ
も
取
材
が
制
限
さ
れ
政

府
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
情
報
が
出
て
こ
な
く
な
る
。
文
筆
家
も
書
き
た
い
こ
と
が
書

け
な
く
な
る
。
こ
れ
は
権
力
を
持
つ
側
に
と
っ
て
好
都
合
の
社
会
で
す
。

な
ぜ
急
い
だ
の
か

政
府
は
な
ぜ
こ
う
も
法
案
成
立
を
急
い
だ
の
か
？
そ
れ
は
、
じ
っ
く
り
審
議
す
る
と
こ
の

法
律
の
怖
さ
が
国
民
に
分
か
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
分
か
ら
な
い
う
ち
に
早
く
成
立
さ

せ
た
く
て
急
い
だ
の
で
す
。
こ
の
様
な
危
険
な
法
律
は
将
来
廃
止
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

二
〇
一
三
年
十
二
月
八
日(

日
）

第
五
六
二
回
憲
法
を
守
る
平
和
行
進

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
ー
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

◆憲法の三原則：平和主義、民主主義、基本的人権◆

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/→ 護憲浜松 で検索



〔
日
本
国
憲
法
〕

第
十
一
条

国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障

す
る
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将
来
の

国
民
に
与
へ
ら
れ
る
。

第
二
十
一
条

集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。


